第５３回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　平成1９年３月１４日（水）午後６時
２． eq \o\ad(開催場所,　　　　　)　　　沼津市魚町１番地
　　　　　　　　　　　　　サンフロントビル　３Ｆ　会議室

３．委員の出欠
 eq \o\ad(委員総員,　　　　　　)　　　　８名
 eq \o\ad(出席委員数,　　　　　　)　　　　８名

出席委員氏名　　
清水義一
千野慎一郎

荻生昌平

井上純代

村松晶子

富山治子

出席委員氏名　　横山　勝

渡辺　迅
　　　　　　　　
放送事業者　　佐藤恭平

伊藤迪彦
４．議　　題
　　　平成1９年３月１０日（土）　２０:００～２０:３０放送
　　　番組名　潮風の中で
従来から放送を継続している番組。様々なジャンルのクリスチャンミュージックと共に聖書を土台とした身近な話題などを有野哲雄牧師

が語る番組。

５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（会社側：佐藤）　審議委員の皆様、お忙しい中お集まり頂きまして有難うございます。それでは第５３回番組審議会を開催致します。

　　　　　本日ご審議頂きますのは、お手元の番組表に有ります様に毎月第２、４土曜日午後８時００分から放送の「潮風の中で」という３０分間の番組です。平成１３年から続いている番組で、沼津港町協会の牧師の有野哲雄さんが様々なジャンルのクリスチャンミュージックと共に聖書を土台とした身近な話題などを語る番組です。それではお聞き頂きます。
　　　　　　　　　
（　番　組　聴　取　）・・・

（清水委員長）　それでは審議にはいります。今回は千野委員からご意見をお願いします。
（千野委員）　  　番組名が「潮風の中で」と言うのでもう少し沼津の地域性のある話が出てくると期待したが、キリスト教の洗礼とか神におすがりしなさい、とか聖書の一節とかクリスチャンの人達には受け入れられるかもしれないが、一般の人には受け入れ難いような内容に思えました。もう少し身近なエピソードを交えた話をされた方が一般の聴取者には良いのではないかと思いました。

　　　　　　　　これが朝の5時や6時頃の番組なら心が洗われる人もいるかもしれませんが、土曜日の夜の８時にはそういう気持ちにはなれないのではないかと思います。

（荻生委員）　　　宗教について色々と言う事は避けたいと思いますが、話題がキリスト教一辺倒で聞き辛いところがあります。曲の中でピアノの曲がありましたがピアノの調律が良く無かったですね、少しはずれていました。歌もあまり良い感じではありませんでした。

　　　　　　　　一般の聴取者がこういう番組を聞いてくれるか少々疑問がありますね。

（井上委員）　　　宗教がらみでも、もう少し別の方向から見たお話を交えて一般的な話題で話を進めて行くのかなと思いましたが、いかにも宗教そのものでしたね。話しているのが牧師様と言う事で、話し方も上手でしたし声も良いのですが、あまりにも宗教色が強すぎてどのような方が聞いていらっしゃるのか少し疑問を感じました。クリスチャンの方や信心深い方にはなるほどと思うかもしれませんがそうではない方には受け入れられない部分があるのではないでしょうか。歌や曲は良かったです。

（村松委員）　　　私も、あまりにも宗教的な内容が強いので少々驚きました。他の放送でもこんな宗教色の濃い放送をしている局があるのでしょうか。

　　　　　　　　牧師さんの話は宗教家にしては少し早口でもう少し穏やかな話し方の方が良かったと思います。歌はとても綺麗で良かったと思います。

　　　　　　　　この牧師さんが番組の開始当時から続けられているとしたら、時により、もう少し一般的なお話をされた場合もあったのかもしれませんが、今回聞いた放送ではあまりにも布教的な内容が強いので受け入れ難い人も多いのではと思いました。

（富山委員）　　　かなり特殊な内容の放送だというのが第一印象です。どのような方を対象にしているのかと言う疑問が湧きました。クリスチャンの方が対象だとすればそれはそれで良いのですが一般の聴取者向きではないという印象です。この番組が始まった頃審議会の議題になった事を思い出しましたが、６年程前なので、記憶が定かではないのですがもう少し違った形の放送だった様に思います。牧師さんの話方が早口で少し聞き取り難い感じがします。良い内容のお話をされていると思いますのでもう少し分かり易くゆっくり話された方が良いと感じました。それと聖書を読んでいるときにあまり感情や起伏がなく訴えるものがあまり感じられなかったがキリスト教の知識がないのでそう言うものかと思いました。この番組は娯楽番組ではないですが、クリスチャンミュージックというジャンルがあると言う事もそうですし、人生を身の回りの出来事と共に考えるという事ですが、とても狭い狭い範囲の中での放送ではないかなと言う感想です。

（清水委員長）　　皆さんのご意見もなるほどというところもあります。宗教に関連した放送は特に良いとか悪いとか言うものでもなく、他の局でも放送しているので問題は無いと思います。ただ、内容的にもう少し、話題を一般的な事になぞらえて話しが進めば一般の人にも受け入れられると思いますが、あまりにも宗教色が濃すぎるので聞いていて違和感を感じる人も多いのではないでしょうか。他の宗教、例えば仏教にしても、もう少し生活感のある話題とともに話しをされるように思いました。宗教の内容良し悪しは審議会での議論とはなりませんし、問題としたくはありませんが、番組としては長く放送しているのでそれはそれで良いのかもしれません。しかし、もう少し一般の聴取者が馴染める内容があると良いですね。

（会社側：佐藤）　宗教的内容が強いこの番組についてこれ以上議論してもなかなか難しい問題になってしまい、番組内容にしても意見が出し難いですね。

　　　　　　　　　番組内容の意見を言えば結局は宗教そのものについての意見となってしまいそうな感じですね。


4月以降の新年度の編成では、大きな改編はありませんが新しい番組の放送予定もあります。なるべく地域の特色がある番組を考えています。

　　　　　　　　
　　　　　　　　　以後しばらく雑談　（審議する番組との関係をはなれた話）
（清水委員長）　　今回は、あまり馴染みがない宗教的な番組という事でご意見が出難かったようですが、ではこれで審議終了とします。

（会社側：佐藤）　貴重なご意見ありがとうございます。

本日はどうもありがとうございました。
６．審議会での意見についてとった措置について
　　各委員からの意見や感想については今後の自社制作番組に生かし、より良い番組作りをする検討材料としました。

　　　ご指摘を受けた点はディレクター、パーソナリティーに、改善する様に伝えました。

７．審議会の内容の公表
　　　弊社ホームページにて公表する。
　　　

８．その他の参考事項
　　　次回の番組審議会は平成1９年５月９日（水）ＰＭ６：００より行う。
様式４－２








